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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月14日(2014.10.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　誘電体層、及び、前記誘電体層を挟んで形成される少なくとも一対の内部電極を備える
容量素子本体と、前記容量素子本体の側面に形成され、前記内部電極に電気的に接続され
る外部端子とを備え、
　前記誘電体層及び前記内部電極の線膨張係数の違いに起因して発生する応力が、前記誘
電体層と前記誘電体層を挟む一対の内部電極とで構成されるコンデンサの中心に集中する
ように構成された
　静電容量素子。
【請求項２】
　前記内部電極は、コンデンサを構成する電極本体と、前記電極本体に接続されると共に
前記外部端子に接続される接続電極とで構成され、
　前記コンデンサを構成する少なくとも一方の内部電極の電極本体の平面形状が円形状と
されている
　請求項１に記載の静電容量素子。
【請求項３】
　前記接続電極の前記外部端子に接続される端部の幅は前記電極本体の直径の４分の１以
下とされている
　請求項１又は２に記載の静電容量素子。
【請求項４】
　前記容量素子本体の前記内部電極が形成される面に平行な面の形状が、円形状とされて
いる
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　請求項１～３のいずれかに記載の静電容量素子。
【請求項５】
　前記容量素子本体の外形が円柱形状とされている
　請求項１～４のいずれかに記載の静電容量素子。
【請求項６】
　前記内部電極は、コンデンサを構成する電極本体と、前記電極本体に接続されると共に
外部端子に接続される接続電極とで構成され、
　前記コンデンサを構成する少なくとも一方の内部電極の電極本体の平面形状が楕円形状
とされている
　請求項１～５のいずれかに記載の静電容量素子。
【請求項７】
　前記内部電極は、コンデンサを構成する電極本体と、前記電極本体に接続されると共に
外部端子に接続される接続電極とで構成され、
　前記コンデンサを構成する少なくとも一方の内部電極の電極本体の平面形状が五角形以
上の正多角形状とされている
　請求項１～５のいずれかに記載の静電容量素子。
【請求項８】
　前記内部電極は、コンデンサを構成する電極本体と、前記電極本体に接続されると共に
外部端子に接続される接続電極と、前記電極本体及び前記外部端子に接続されないフロー
ティング電極とで構成されている
　請求項１～７のいずれかに記載の静電容量素子。
【請求項９】
　前記内部電極は、コンデンサを構成する電極本体と、前記電極本体に接続されると共に
前記外部端子に接続される複数の接続電極とを備る
　請求項１～７のいずれかに記載の静電容量素子。
【請求項１０】
　前記電極本体は円形状に形成され、前記複数の接続電極は前記電極本体の円周方向に等
間隔に形成されている
　請求項９に記載の静電容量素子。
【請求項１１】
　前記容量素子本体の外形が円柱形状とされている
　請求項１～３のいずれかに記載の静電容量素子。
【請求項１２】
　前記容量素子本体の外形が断面正方形状の柱状とされている
　請求項１～３のいずれかに記載の静電容量素子。
【請求項１３】
　前記容量素子本体の外形が断面楕円形状の柱状とされている
　請求項１～３のいずれかに記載の静電容量素子。
【請求項１４】
　前記容量素子本体の外形が断面多角形状の柱状とされている
　請求項１～３のいずれかに記載の静電容量素子。
【請求項１５】
　前記容量素子本体の外形が断面正多角形状の柱状とされている
　請求項１～３のいずれかに記載の静電容量素子。
【請求項１６】
　前記容量素子本体の前記内部電極が形成される平面形状と、前記内部電極の電極本体の
形状が同一形状とされている
　請求項１～１５のいずれかに記載の静電容量素子。
【請求項１７】
　前記容量素子本体の前記内部電極が形成される平面形状と、前記内部電極の電極本体の
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形状が円形状とされている
　請求項１に記載の静電容量素子。
【請求項１８】
　前記内部電極は誘電体層を介して複数層積層され、前記複数の内部電極で形成される複
数のコンデンサが前記内部電極の積層方向に直列接続される
　請求項１～１７のいずれかに記載の静電容量素子。
【請求項１９】
　積層される各内部電極は、コンデンサを構成する電極本体と、前記電極本体に接続され
ると共に前記外部端子に接続される複数の接続電極とを備え、
　各内部電極の電極本体は同一形状とされ、各内部電極の電極本体の重心が積層方向の直
線上に配置されるように構成されている
　請求項１８に記載の静電容量素子。
【請求項２０】
　誘電体層、及び、前記誘電体層を挟んで形成される少なくとも一対の内部電極を備える
容量素子本体と、
　前記容量素子本体の側面に形成され、前記内部電極に電気的に接続される外部端子とを
備え、
　前記誘電体層及び前記内部電極の線膨張係数の違いに起因して発生する応力が、前記誘
電体層と前記誘電体層を挟む一対の内部電極とで構成されるコンデンサの中心に集中する
ように構成された
　静電容量素子を含む共振コンデンサと、
　前記共振コンデンサに接続された共振コイルとを備える
　共振回路。
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